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東京都 中学校における
性教育モデル授業

実施の実例

日本産婦人科医会 女性保健委員

東京産婦人科医会 学校保健委員

江夏 亜希子

2018年12月20日(木)江戸川区立小岩第四中学校
実施日 平成３０年１２月２０日（木）

６時間目 午後２時３０分から午後３時２０分まで
教 科 保健体育（保健分野）
対 象 第３学年 ３クラス１２５名 会場は武道場

担当が決定したのは11月上旬
11月15日以降、東京都の担当者とのメールのやりとり
パワーポイント案をデータで送付

12月6日(木) 打ち合わせ（現地にて）
パワーポイント案を見ながら内容について修正

12月20日(木）
13時30分～直前打ち合わせ
14時30分～15時20分講義
授業後反省会 解散17時

学習指導要領に示されていない内容を含む授業
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※ 同じ週の火曜日（2日前）に
保健体育教員が「性感染症」の授業を行う

事前打ち合わせで示された内容

保健体育教員（女性）
が担当

産婦人科の担当範囲「展開（35分）」
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「まとめ（８分）」（保健体育教員担当）

→ 必要であれば、保健体育教諭の「導入7分」で
入れていただくよう依頼。
（他4校の医師は使用したとのこと）

使用依頼のあったスライド
（5校すべて）



4

• LGBTや性の多様性は授業で教えているから不要
•性器の図は「刺激が強い」

【スライド削除の依頼】

【
修
正
前
】

【
修
正
後
】

【修正スライド修正の依頼】
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中学生にとって刺激が強いイラスト
（四段目等）

【修正前】 【修正後】

【スライド修正の依頼】

先日の打ち合わせで具体的なデータを示していただくと
分かりやすい旨のお話をさせていただいた手前恐縮ですが、
「中学～高校生女子の性交経験率」のグラフですが、
性交を助長することにもつながりかねないため
削除でお願いできないでしょうか。

【スライド削除の依頼】

決して性交を助長するために示すのではなく
2000年頃から18歳までの性交経験率が半数になったことで
「しないと格好悪い」と思う人が多くなっていたのは問題。
自分の意志でするかしないか決めてよい
でも2014年には急にまた2割に戻っており、
恋愛を「面倒」と思うのもまたもったいない気がする、という意図
と説明し、残させてもらった。
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【実際に使用したスライド（抜粋）】

※口頭で
「男性でも乳頭を見せることに
抵抗がある人もいる」

ここで「生殖原器」「相同器官」の図を
示したかった。
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【実際に使用したスライド（抜粋）】
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緊急避妊と
性被害に遭ったときの
相談窓口についても
示す
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日本産婦人科医会HP http://www.jaog.or.jp/

日本産婦人科医会 女性保健部会作成
性教育標準スライド
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日本産婦人科医会
女性保健委員会

http://www.jaog.or.jp/about/project/women-insurance/

中学生・高校生対象の
性教育に使える
標準スライドを作っています。

http://www.jaog.or.jp/
http://www.jaog.or.jp/
http://www.jaog.or.jp/
http://www.jaog.or.jp/
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全てのスライドに
中学生への説明を念頭に入れた
解説文がついている。

児童の権利に関する条約（抄）
「子どもの権利条約」1990年発効、日本は1994年批准

日本産婦人科医会性教育指導用スライドより
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日本国内の性に関する
主な法律・規制

 児童虐待防止法（児童虐待の防止等に関する法律）

 児童買春・児童ポルノ禁止法
（児童買春、児童ポルノ行為等の処罰及び児童の保護等に関する法律）

 出会い系サイト規制法
（インターネット異性紹介事業を利用して児童を誘引する行為の規制等に関
する法律）

 セクシャル・ハラスメントの防止等
（人事院規則10-10ほか）

 ＤＶ防止法（配偶者からの暴力防止及び被害者の保護に関する法律）

 ストーカー規制法（ストーカー行為等の規制等に関する法律）

日本産婦人科医会性教育指導用スライドより
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フィンランド イギリス フランス 日本

性交同意年齢 16歳 16歳 15歳 13歳

中絶の合法化 原則として
個人の自由

16歳以上は自
由

理由の如何に関
わらず原則合法

非合法

親の同意 ― 医師の裁量に
より不要

不要（2001年
～）

明記なし

ピル フィンランド家族
連盟；3ヶ月まで
無料

ユバスキュラ市；
3ヶ月試用、6ヶ月
まで無料

無料 ― 自由診療
（1ヶ月2000～
3000円前後）

避妊相談 地方自治体が
無料相談提供

NHSより公費で
提供

家族計画セン
ターのスタッフ
学校で授業

産婦人科

運営資金 スロットマシン基
金、教育省、外務
省、社会保健省、
EU、市からの助
成金、HIV基金

支援団体(100
団体)、政府の
財政支援

公的資金 ―

10代の性に関わる権利 「先進国」との比較

公益社団法人日本産婦人科医会 妊娠ワンストップサービス検討委員会調査 H30.3

子どもの自己決定権
民法 20歳
選挙 18歳
臓器移植法 15歳
刑法責任年齢 14歳
結婚可能年齢
男18歳、女16歳

医療法 明記なし
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http://www.mhlw.go.jp/stf/shingi/2r9852000001dh87-att/2r9852000001dhhq.pdf

中学校（義務教育）までは

性交（セックス）と避妊を教えてはならない

性感染症（主にエイズ）を教えるときに

仕方なく「性的接触」と表現し、

その予防として「コンドーム」を教える

LGBTを含む人間の多様性の教え方
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フランス：「科学」で胎児の時点で性決定遺伝子
誕生時の性、表現型の性についても触れ、
両性具有や変形も示唆。
その上でトランスジェンダーや同性愛の人権擁護
デモの様子が掲載

ドイツ：基礎学校5-6年生用「生物」で性の多様性
レズビアンカップルの事例も取り上げる。
中等学校(13～16歳)の「生物」の多くが
「セクシュアリティと性的指向」等の単元で生理学的
側面と性行動に関する生命倫理の側面から考えさせる

フィンランド：「人間生物学」で生理学的事実を教え、
中高とも「健康教育」で人間の多様性や関係性をとり
上げ、性的少数者の権利やパートナー法に基づく
同性同士の結婚についても説明

オランダ：中等学校2年(13-14歳)用の「生物」の生殖
という単元で「多様な性的指向」も写真入りで説明

韓国：中・高の「保健」で国家人権委員会法による
同性愛者の差別の禁止と同性愛反対論という異なる
意見を取り上げて考えさせる。高校の「生活と倫理」
で性差別問題と性的少数者問題の理解と克服を課題に

2018.5.20
橋本紀子先生
講演資料より
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包括的性教育の枠組み
①関係性
②価値、権利、文化、セクシュアリティ
③ジェンダーの理解
④暴力と安全の保持
⑤健康と幸福のためのスキル
⑥人間のからだの発達
⑦セクシュアリティと性の行動
⑧性と生殖の健康 の8領域（2018年1月改訂)

ユネスコ
「国際セクシュアリティ教育ガイダンス」

明石書店 2017/6/15発行
2500円(+税)

1999年世界性科学会の「性の権利宣言」以降、
関連機関による国際的文書、宣言では人間の性をセクシュアル・ライツと
セクシュアル・ヘルスの点から捉え、そこには性教育を受ける権利も含まれる
ようになった。性教育も科学とジェンダー平等や性の多様性を含む人権尊重を
基盤にした包括的性教育へと発展する。

「科学・サイエンス」として「教育の専門家」が
学校で教えることができるのが本来の姿では？


